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【講評】 

大問１：昨年度と同じく，オーソドックスな文法 4 択問題に加え，正誤問題，6 行の短文に設けられた 2 カ所の 4 択問題

で構成されていた。どれも基本的なレベルなので，取りこぼしなく迅速に済ませたい。 

大問２：東南アジアを襲う近年の熱波に関する読解と，それに関するメールのやり取りについての問題。設問も含めて取

り組み易いものであった。会話文ではなく，メールのやり取りになっていたが，読解量がかなり減り，時間がかか

らなくなったと思われる。 

大問３：「認知的不協和」についての英文であった。本文の論理を正確に追ったうえで消去法を施さなければ解きにくい

問題が数問あった。これらの問題でどれほどミスをしなかったかが合否の鍵を握る。 

大問４：標準的な長文読解問題。「顔の表情の読み取り方に関する文化的違いから生じる，マスク利用に対する積極性・

消極性」がテーマ。 

 

大問数は４題で，昨年度の形式から変化なし。設問数は全部で 40 問。難易度は昨年度よりやや易化。いわゆる難問奇

問の類いの出題は今年度もなかった。いかにスムーズに問題全体を処理できたか，そして，集中力を保って長文 3 題を対

処できるスタミナがあったかが勝負の分かれ目。合格ラインは 75～80％。 

 

 


